
府民意見に対する府の見解（修正版）
　○　第3回委員会での、事業継続の必要性を詳しく記載すべき、との委員意見を踏まえ、府の見解について追加、修正しました。
○　意見と意見に対する府の見解

	対象事業
	箕面森町（水と緑の健康都市特定土地区画整理事業）

	意見（全文）
	「バブルの崩壊」という社会経済環境の激変があったにも関わらず、事態の深刻さを計れず、先の見通しなく、国民の税金を安易に考え、幾らかの計画変更はしたものの本質的に無謀な「付け刃的」継続によって赤字を膨らまし続けている事業である。

その後、平成13年に第3セクター「国文株式会社」が破綻した時点で、大阪府行政は「大縮小」を検討する責任があった。更に当該「委員会」も徹底した検討を行ない、厳しく「再評価」しなければならなかったのである。

現在、大阪府に限っては600億円ほどの「欠損」が報じられているが、第3区域の事業廃止は勿論、現時点を起点にして継続中の事業を中止し、「復元緑化工事」と「防災対策工事」に絞って最後の整理に入るべきである。

	府の見解
	当事業は、平成15年度の事業計画変更において大阪府が直接造成する区域を縮小し、平成20年6月の財政再建プログラム（案）に基づき、現在、第1区域において事業を実施しています。当事業は土地区画整理事業でありますが、その中の第1区域については、約1,200区画の宅地のうち約600区画は地権者に引き渡し、残りの約600区画は保留地として施行者である府が売却することになっています。地権者に引き渡す約600区画のうち約200区画の宅地についてはまだ粗造成の状態であり、それらは地権者に宅地として完成させた上で引き渡す必要があります。既に平成22年8月末時点で288世帯が居住しており、今後も住民生活に最大限配慮しつつ、府の財政状況に鑑み、公園・緑地整備等の工事の実施時期を精査するとともにコスト縮減に努めながら、引き続き事業の完成を目指します。

なお、第2区域は民間地権者によって開発が行われ、第3区域は当該区域の施設立地計画及び保留地等の処分可能性、採算性等を精査の上、新名神高速道路の残土受入による粗造成の概成が見込まれる平成24年度末に基盤整備工事の実施について判断することとしています。
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